
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らいおん組お泊り保育（日帰り） 
Ｒ4.7.29（金） 

タイダイ染め 

 タイダイ染めでは一人一人好きな色を 2 種類選んで、染料

を自由にかけることで世界に一つの素敵な T シャツが完成し

ました。染料をかけると、かき氷のシロップをかけているよう

な気分で、「ブルーハワイだ！」「いちごみたい」とウキウキす

る姿や、黄緑は色が濃くて「なんか黒い」と少し不安げな姿も

ありましたが、仕上がりを楽しみにする子ども達でした。 

水遊び 
午後のおやつ後は水着に着替えて水遊びをしました。友達や先生

と一緒に水鉄砲で掛け合い、先生と一緒のチームになると水を掛け

られないと察すると、「先生の味方になるから」と一緒に戦う姿も

あり、「賢いな…」と笑ってしまいました。「僕もチームだよ」と言

いながら突然敵になり、攻撃してくる姿には騙されました…。水鉄

砲の戦いだけではなく、水風船を投げて楽しんだり、タライで水の

感触を味わったり、一人一人好きな遊びを楽しみました。 

お祭りごっこ 
 お祭りごっこではくじ引き・お面、お化け屋敷、射的の 3 コーナーを 3 チーム

で分かれてまわりました。お化け屋敷では感触遊びをテーマにしたお化け屋敷

で、卵のパックやガチャガチャのカプセルを使ったマットを歩き、小麦粘土と氷

を入れたボックスに手を入れて、蜘蛛の巣バリケードをくぐり、トンネルを進み、

風船マット、ウォーターマットを渡ってゴールという内容でした。「てをいれて

みてね」という箱（小麦粘土と氷）を見て、「手掴まれない？」「何か出てこない？」

とみんな怖がっていて、誰が入れるかでもめるグループもありましたが、勇気を

出して入れてみるとただの粘土と氷に安心している子ども達でした。足元で霧吹

きをすると、「え！なんかかかった」「濡れてない？」と不思議がる姿もありまし

た。陽子先生のおばけも出てくると「キャー」とお化け屋敷らしい反応と、「陽子

先生だ」とすぐに気付く姿もありましたが、なんだかんだ「お化け屋敷が一番楽

しかった」「もう一回したい」と話してくれました。 

すいかわり 

 すいかわりはは目隠しをして 3 回まわってからみんなに右や左など

教えてもらいながらすいかを割りました。左右が分からず「どっち？」

「右ってどっち？」「お箸持つ方だよ！」というやり取りや、教える側

も本気になり「こっちこっち！」と無我夢中で声を掛ける姿がらいお

んさんらしくてとっても盛り上がりました。目が回ってフラフラした

り、友達の方に向かって行ったりとハプニングも多く、沢山笑い合い

ました。すいかが苦手な子も小さい物を食べてみて、みんなで割れた

喜びを味わいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食づくり 
 夕食づくりでは、子どもたちの食べた

いもの「コロッケ」「ピザ」「チョコバナナ」

「ミックスジュース」を作りました。 コロッ

ケは、じゃがいもを潰して好きな形を作

りました。ハート型や丸型、平らなど自

分だけのコロッケが出来上がりました。

ピザは、生地にトッピングをしました。ミ

ックスジュースは、リンゴジュースとオレ

ンジジュースのどちらかをベースに「に

んじん」「レモン」「ほうれんそう」「トマト」

から２つ選んでミキサーにかけました。 

 

 待ちに待った夕食の時間では、ホール

で机を囲って食べました。屋台風に用意さ

れたテーブルから自分の作ったピザやコ

ロッケをもらう時の子どもたちの表情はとて

も嬉しそうでした。ミックスジュースは、入れ

た野菜や量によって味が違うため、「甘酸

っぱい」「にんじんの味がする」など様々な

感想が聞かれました。 

プラネタリウム 
 お泊り保育に向けて、プラネタリウムをグル

ープで作成していました。「３，２，１」のカウン

トダウンで部屋の電気が消されると、天井に

子どもたちが作ったプラネタリウムが映し出さ

れました。見え方も様々で部屋中を見て、「き

れい」「ラプンツェルみたい」と雰囲気を味わ

いながら楽しむ子どもたちでした。 

花火 

 夕食後には花火をしました。夜空に星が

出ていることに気付き、いつもとは違う園の

雰囲気を感じながら、花火をすることにワク

ワクした気持ちでいっぱいの子どもたちでし

た。 

宝さがし 

 4 チームに分かれ、宝の地図を手掛かりに園

内中を探しました。1 枚しかない地図を見て、友

だちと協力しながら探す難しさを感じたり、解読

に苦戦しながら取り組む子どもたちの表情はと

ても真剣でした。その分、宝を見つけたときの嬉

しさは大きく、ガッツポーズをしたりハイタッチを

して喜びを分かち合っていました。 


